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は しが き

脳幹 お よび脳橋 に広 く分布 している網様体 は、てんかん発作 の全般化 に関

与 している ことが報告 されているが、その機序 につ いては、 い まだ に明 らか

に され ていない。我 々は興奮性 ア ミノ酸 の一つのカイニ ン酸 を慢 性 ネ コの脳

幹網様体 に微 量注入す る ことに よ りてんかん焦点 を作 成 し、発作 は強直 間代

性 けいれ んを呈 し、脳 幹網様体 はてんかん発作 の二次性 全般化 に促 進的 に働

いてい るこ とを、明 らか に した。 さ らに、慢性 ネ コの脳橋 網様体 にカイニ ン

酸 を注入 す るこ とに よ り全般 強直発作 を誘発 し、発作症状 及 び発作 時脳 波の

解析 によ り、脳橋網様体 焦点 は全般発作 の中で も、強直発作 を特徴 とした発

作 が出現 す るこ とを報告 した。脳幹網様 体 と脳橋網様体 のてんかん焦 点 とし

ての作用 点の差異 よ り、誘発 されたてんか ん発作 の臨床 、脳波 、脳代 謝 を比

較 して、二次性全般化 にお ける、網様 体のacesndingactivatingsystemの 関与 を

検討 した。
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